
書
　
評

大
坪
併
治
著
『
訓
点
資
料
の
研
究
』

小

芳
　
　
規

研
究
成
果
を
成
書
と
し
て
公
に
す
る
際
に
、
先
ず
第
一
冊
目
理
論
篇
に
よ
っ

て
、
理
論
体
系
を
示
し
、
次
の
二
冊
日
資
料
篇
に
よ
っ
て
、
そ
の
資
料
的
基
盤

を
示
す
、
と
い
う
順
序
は
、
戦
後
の
訓
読
語
研
究
者
の
常
道
と
な
り
つ
つ
あ
る
観

が
あ
る
。
若
し
、
資
料
篇
の
方
を
、
第
一
に
公
刊
す
る
時
に
は
、
訓
読
語
研
究

が
拡
が
り
と
深
み
と
を
持
ち
つ
つ
あ
る
現
段
階
に
お
い
て
、
.
し
か
も
未
公
表
の

訓
点
資
料
の
多
い
現
状
で
は
、
先
ず
第
一
に
ど
の
種
の
資
料
が
取
上
げ
ら
l
れ
る

か
に
、
既
に
あ
る
意
味
で
は
、
評
価
が
定
ま
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
し
て
一
二
一

の
資
料
に
限
定
す
る
場
合
は
、
一
層
困
難
さ
を
伴
う
に
違
い
な
い
。
そ
の
資
料

が
著
者
の
研
究
体
系
の
中
で
如
何
な
る
位
置
に
あ
る
か
、
又
は
進
ん
で
そ
の
体

系
が
ど
う
か
を
開
陳
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

近
刊
の
大
坪
併
治
博
士
著
「
訓
点
資
料
の
研
究
」
は
、
同
博
士
の
前
著
「
訓

点
語
の
研
究
」
(
昭
和
三
十
六
年
刊
)
に
続
き
、
資
料
篇
と
し
て
、
「
小
川
本
願
経
四

分
律
古
点
」
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料
別
刊
第
一
、
昭
和
三
十
二
年
)
に
次
い
で
二
冊
日
に

当
る
。
こ
の
度
の
「
訓
点
資
料
の
研
究
」
に
収
め
ら
れ
た
資
料
は
、
竜
光
院
蔵

妙
法
蓮
華
経
古
点
七
巻
(
猷
鞘
㌶
)
と
天
理
大
学
図
書
館
・
京
都
国
立
博
物
館
蔵

南
海
寄
帰
内
法
伝
古
点
三
竺
誓
約
帥
霜
蒜
が
)
の
二
点
で
あ
る
。
妙
法
蓮
華

経
古
点
は
、
真
言
宗
高
野
山
の
中
院
流
の
始
祖
明
算
(
一
謡
『
)
の
加
点
本
で

あ
り
、
南
海
寄
帰
伝
古
点
は
、
加
点
識
語
を
欠
い
て
い
る
為
加
点
年
時
や
加
点

者
が
不
明
で
あ
る
が
、
夢
法
蓮
華
経
古
点
と
同
じ
く
平
安
後
期
　
(
院
政
初
期
を

下
ら
な
い
)
点
本
で
あ
る
。
本
書
は
、
両
資
料
の
現
存
部
分
の
全
容
を
示
し
、
こ

れ
に
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
文
・
訳
文
岩
と
解
説
・
論
考
篇
と
か

ら
成
り
、
巻
末
に
語
彙
索
引
(
本
文
・
訳
文
箱
か
ら
抽
出
し
た
語
桒
)
四
十
六
頁
を

附
す
。
本
文
・
訳
文
富
は
、
先
行
同
類
書
と
同
体
裁
で
上
段
に
原
本
の
写
真
を

掲
げ
、
下
段
に
そ
の
訓
読
文
を
配
し
、
各
ミ
に
原
本
の
紙
数
毎
に
行
数
を
付
し

て
対
照
の
便
を
は
か
っ
て
い
る
。
妙
法
蓮
華
経
古
点
七
巻
二
三
八
頁
、
南
海
寄

帰
伝
古
点
巻
一
・
二
の
六
十
頁
、
巻
四
の
四
頁
で
、
後
者
に
は
別
に
声
点
例
を

抜
出
し
て
い
る
。
解
説
・
論
考
貨
は
、
「
妙
法
蓮
華
経
の
訓
点
に
つ
い
て
」
と

「
南
海
寄
帰
内
法
伝
古
点
に
つ
い
て
」
　
(
共
に
紀
要
に
既
載
の
も
の
)
　
の
二
部
、
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計
百
余
頁
よ
り
成
っ
て
お
り
、
両
資
料
そ
れ
ぞ
れ
に
、
始
め
に
書
誌
的
解
題
を

略
説
し
、
続
い
て
、
一
ヲ
コ
ト
点
二
一
仮
名
、
三
漢
字
の
義
注
、
四
音
韻
、
五

特
殊
な
漢
字
の
用
法
、
六
文
法
、
七
語
柔
、
(
寄
帰
伝
に
は
「
加
点
事
皆
」
の
項
を

加
え
る
)
　
の
各
項
を
設
け
て
、
「
注
意
す
べ
き
」
事
象
を
取
上
げ
て
そ
の
概
要

を
説
い
て
お
り
、
両
資
料
共
に
最
後
に
、
訓
点
の
特
徴
を
要
約
し
て
結
ん
で
い

る
。両
資
料
は
、
早
く
か
ら
学
界
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
中
の
幾
つ
か
の
事
象
が
、

訓
読
語
研
究
書
や
論
文
に
引
用
さ
れ
て
来
た
。
中
で
も
、
妙
法
蓮
華
経
古
点
の

ホ

p

ヒ

q

l

　

.

・

-

J

「
喪
」
は
推
量
の
助
動
詞
「
ム
」
の
音
価
が
m
か
ら
n
に
変
っ
た
確
例
と
し
て

屡
ミ
取
上
げ
ら
れ
、
同
種
の
論
考
の
論
拠
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
で
あ

1
r
ガ
ル

る
。
又
、
遠
藤
嘉
塞
博
士
の
御
紹
介
に
よ
っ
て
同
点
の
語
柔
や
訓
法
の
「
鋭
」

プ

ミ

キ

　

ツ

グ

ミ

タ

‡

　

　

　

　

　

　

　

待

也

　

　

当

拉

　

カ

7

ら

む

「
積
」
　
「
誓
黒
」
や
「
為
」
　
「
為
」
　
「
為
」
等
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
南
海
寄

ト
メ
ー
カ
ウ
イ
寸
　
　
に
　
イ
ナ
シ
ル
ク
　
に
　
サ
ツ
'
　
ナ
フ
サ
ナ
フ
サ
　
　
　
メ
タ
モ
ー
ノ

帰
伝
古
点
の
、
「
縦
横
」
　
「
目
.
験
」
　
「
目
験
」
　
「
随
分
」
　
「
倉
耳
・
根
」
や

7
ヲ

「
非
ス
ヨ
リ
は
」
等
も
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
他
の
事
象
と
共

に
、
今
度
、
全
文
中
の
文
脈
に
お
け
る
正
し
い
用
法
枯
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

轟

_

ヒ

q

た
の
で
あ
る
。
特
に
、
先
の
「
喪
」
は
、
実
は
壽
貴
の
「
1
こ
(
助
動
詞
ヌ

の
連
用
形
)
の
n
撥
音
便
で
あ
り
、
「
た
り
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
誤
解
し
、
且
つ
文

】

　

】

意
を
読
み
誤
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
却
っ
て
こ
の
古
点
の
m
と
n
と
は
表
記
上

【

　

[

区
別
さ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
(
三
二
二
頁
)
は
、
国
語
史
上
、
今
後
何
人
も
宕

過
し
難
い
修
正
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
書
が
平
安
後
期
の
国
語
史
的
事
実
の
一

面
を
明
ら
か
に
し
た
功
は
少
く
な
い
。

本
文
篇
の
写
真
の
中
、
南
海
寄
帰
伝
の
巻
二
　
(
大
正
十
三
年
鳩
量
販
乱
製
)

と
巻
四
(
昭
和
十
八
年
六
月
古
典
保
存
会
覆
製
)
と
は
既
に
精
巧
な
写
真
覆
製
本
が

世
に
出
て
お
り
研
究
者
に
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
同
巻
一
及
び
抄
法
要
章
投
古

点
の
本
文
写
真
の
公
表
は
、
本
書
が
始
め
て
で
あ
る
。
妙
法
蓮
華
経
古
点
は
、

私
も
実
物
に
就
い
て
見
た
が
、
雄
勒
な
太
文
漢
字
に
ふ
さ
わ
し
い
肉
太
の
白
点

は
鮮
明
で
あ
り
、
本
書
の
本
文
写
真
に
も
明
白
に
映
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
引
換

え
て
南
海
寄
帰
伝
の
朱
点
は
映
り
難
く
、
本
書
本
文
写
真
の
巻
二
と
巻
四
で

は
、
訓
点
の
所
在
さ
え
分
ら
な
い
所
が
多
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
両
巻
の
覆

製
本
の
援
用
と
本
書
の
写
真
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
資
料
の
現
存
全
文
が
、
座

右
に
お
い
て
、
検
証
し
っ
つ
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
慶
賀
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

従
来
、
本
文
写
真
と
訳
読
文
と
を
対
照
さ
せ
た
形
で
そ
の
全
文
が
公
表
さ
れ

た
訓
点
資
料
は
、
平
安
初
期
の
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
・
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七

年
点
、
平
安
中
期
の
法
華
経
玄
賛
古
点
、
平
安
後
期
の
法
華
義
疏
長
保
四
年
点

・
不
空
詔
索
神
呪
心
経
寛
徳
二
年
点
、
院
政
期
の
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点

・
大
唐
西
城
記
長
寛
元
年
点
で
あ
っ
て
、
本
書
は
、
一
が
平
安
後
期
の
仏
書
点

本
の
第
三
点
目
、
一
が
伝
記
類
点
本
と
し
て
第
三
点
目
の
資
料
を
学
界
に
提
供

し
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
国
語
史
・
訓
読
語
研
究
等
に
有
効
に
生
か
さ
れ
る

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
本
書
は
資
料
そ
の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
(
序
)
　
よ

う
で
、
二
資
料
が
、
著
者
の
構
築
す
る
「
訓
点
語
研
究
」
、
又
は
著
者
の
抱
く

「
訓
点
資
料
論
」
に
占
め
る
位
置
な
ど
に
つ
い
て
は
言
残
さ
れ
た
。
又
、
訓
点

資
料
が
多
量
で
あ
り
、
且
つ
時
代
や
資
料
の
性
格
の
差
に
基
く
相
違
や
、
同
一

内
容
の
漢
文
で
も
宗
派
学
銃
に
よ
っ
て
の
相
違
を
反
映
し
て
多
種
で
あ
る
こ
と

の
判
明
し
て
来
て
い
る
現
状
よ
り
す
る
、
利
用
者
へ
の
配
慮
な
ど
言
及
さ
れ
な
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か
っ
た
点
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
の
紙
幅
の
範
囲
で
三
、
四
の
卑
見
を

加
え
さ
せ
て
頂
く
こ
.
と
を
許
さ
れ
た
い
。

本
書
の
目
的
は
「
平
安
末
期
の
国
語
資
料
」
(
序
)
を
示
す
所
に
あ
り
、
同
著

者
の
「
新
資
料
に
よ
っ
て
国
語
史
の
空
自
を
補
う
」
(
前
著
序
)
の
同
一
線
上
に

あ
る
と
窺
わ
れ
る
。
本
書
の
解
説
の
項
目
、
記
述
方
法
も
前
著
と
大
同
で
あ
っ

て
、
写
真
添
附
の
訳
読
文
を
除
け
ば
、
対
象
資
料
の
、
時
代
を
下
げ
平
安
後
期

点
本
に
移
っ
た
点
に
新
し
さ
が
あ
る
。
所
が
、
前
著
の
材
料
と
し
た
平
安
初
期

の
訓
読
語
は
加
点
時
の
口
語
と
密
着
面
が
強
い
の
で
、
そ
こ
に
見
ら
れ
た
事
象

・
を
「
生
」
の
ま
ま
示
す
こ
と
が
口
語
史
に
連
な
る
可
能
性
が
大
き
い
が
、
平
安

後
期
に
降
る
と
、
事
情
が
異
な
っ
て
来
る
。
例
え
ば
、
南
海
寄
帰
伝
古
点
に

数
例
現
わ
れ
る
助
詞
「
い
」
は
、
当
代
語
か
ら
は
姿
を
消
し
た
語
で
あ
る
。

シ

ル

シ

　

　

　

メ

タ

ハ

ス

「
効
l
験
」
　
「
P
撃
」
等
二
字
一
訓
の
訓
法
も
、
当
時
と
し
て
は
、
日
本
書
紀

古
訓
等
に
通
じ
て
珍
し
く
、
n
韻
尾
の
「
-
ニ
」
表
記
も
古
態
で
あ
る
。
又
、

,
(
ケ
タ
(
-
ル
)
;
カ
)
な
り

妙
法
蓮
華
経
古
点
の
「
　
唯
　
然
」
訓
法
は
、
著
者
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
、

(
三
二
七
頁
)
、
山
田
本
妙
法
蓬
華
経
方
便
晶
古
点
等
平
安
初
期
の
訓
法
に
通

へ

タ

〆

)

し

な

り

じ
、
当
期
で
は
直
訳
訓
「
唯
　
然
」
　
(
大
日
経
天
喜
点
)
が
普
通
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
古
態
の
存
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
の
訓
読
の
伝
統
・
固
定
を
内

包
と
す
る
訓
読
史
か
ら
解
明
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
配
慮
な
く

直
ち
に
加
点
時
の
当
代
語
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

妙
法
蓮
華
経
の
古
点
本
は
、
管
見
に
入
っ
た
だ
け
で
も
、
平
安
初
期
点

(
缶
豊
摘
璧
本
)
八
巻
を
始
吟
、
鎌
倉
末
期
ま
で
に
凡
そ
四
十
点
に
上
る
。
平

安
後
期
・
院
政
期
で
も
、
法
相
宗
興
福
寺
系
点
(
塙
駕
欝
監
禁
票
解
警
れ

た
)
、
真
言
宗
高
野
此
系
点
(
毘
票
が
)
、
天
台
宗
系
点
(
欝
諾
醐
欝
琶

等
系
統
の
異
な
る
も
の
が
あ
り
訓
法
も
相
違
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
法
華
経
訓
読

史
上
の
明
算
点
の
位
置
づ
け
や
、
明
算
加
点
の
他
の
点
本
大
日
経
天
喜
点
・
大

日
経
供
養
次
第
法
義
疏
康
平
点
と
の
総
合
的
な
比
較
検
討
に
基
く
妙
法
蓮
華
経

明
算
点
の
特
性
の
解
明
が
裏
付
と
な
っ
て
始
め
て
、
個
々
の
事
象
が
国
語
史
の

材
料
と
し
て
真
に
生
き
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寄
帰
伝
古
点
に
つ
い
て
も
同

断
で
あ
る
。

法
華
経
古
点
本
の
中
で
、
何
故
明
算
点
が
選
ば
れ
た
の
か
、
こ
の
寄
帰
伝
古

点
が
何
故
選
ば
れ
た
の
か
。
平
安
後
期
諸
点
本
の
中
か
ら
何
故
こ
の
二
資
料
が

選
ば
れ
た
の
か
。
十
分
に
明
ら
か
で
な
い
。
本
書
の
解
説
・
論
考
富
に
援
用
さ

れ
た
点
本
は
、
「
高
山
寺
本
弥
勒
上
生
経
賛
失
点
」
(
岬
謡
飢
氏
の
誤
∵
不
空
茹
索

神
呪
心
経
寛
徳
二
年
点
な
ど
二
十
数
点
で
あ
っ
て
、
本
資
料
の
事
象
の
傍
証
と

し
て
こ
れ
ら
か
ら
一
二
例
程
度
引
か
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
訓
読
語
の
体
系
・
系

統
が
示
さ
れ
ず
、
従
っ
て
、
そ
れ
と
の
相
関
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
本
書
二
資

料
が
「
訓
点
資
料
の
研
究
」
資
料
の
真
の
代
表
な
の
か
疑
が
残
る
の
で
あ
る
。

右
の
系
統
上
の
配
慮
は
、
「
正
確
に
解
読
」
　
(
序
)
す
る
上
に
も
影
響
し
て

来
る
。
例
え
ば
、
の
「
喜
(
ひ
)
令
め
む
」
　
(
一
〇
二
見
)
は
、
「
学
(
ひ
)
」

(
一
〇
一
頁
)
と
共
に
上
二
段
活
用
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
語
は
古
く
は
上

二
段
活
用
で
あ
り
、
漢
語
訓
読
で
は
こ
の
古
形
が
鎌
倉
時
代
以
後
に
も
伝
え
ら

れ
た
為
、
に
、
こ
れ
に
基
き
後
世
ま
で
古
形
が
そ
の
ま
ま
拭
い
た
如
く
印
象
づ
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
仏
書
で
は
、
四
段
活
用
形
も
既
に
法
華
経
玄
安
平
安
中
期

点
に
見
え
、
同
じ
妙
法
蓮
華
経
の
五
本
寺
本
寛
治
点
に
も
「
喜
ハ
不
る
】
と
あ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
書
点
本
の
訓
と
し
て
は
い
ず
れ
が
正
か
、
そ
の
考
証
過

程
を
論
考
富
に
期
待
し
た
い
の
で
あ
っ
た
。
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用
本
書
所
収
の
二
資
料
相
互
の
訓
読
語
が
相
違
す
る
こ
と
は
著
者
も
予
想
さ

れ
た
(
序
)
。
し
か
し
具
体
的
な
比
較
研
究
は
読
者
に
委
ね
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
た
だ
そ
の
結
果
は
当
然
、
訳
読
文
に
反
映
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
「
欲
」
字

△
ホ

は
、
寄
嶋
伝
古
点
に
は
「
存
l
放
せ
む
と
欲
す
と
も
」
(
二
五
四
頁
)
等
「
ホ
ス
」

の
訓
が
あ
る
。
妙
法
蓮
華
経
古
点
に
は
多
例
に
も
拘
ら
ず
こ
の
訓
は
一
例
も
な

(
ナ
モ
)

く
・
H
「
む
と
紛
」
か
㈲
「
む
と
欲
ふ
」
で
あ
る
。
然
る
に
訳
読
文
で
は
妙
法

(
ホ
)

蓮
華
経
古
点
の
H
の
類
を
「
む
と
欲
す
」
と
多
々
訓
読
し
て
い
る
　
(
索
引
に
よ

ホ
ア
ス

っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
)
。
「
欲
」
の
訓
は
、
漢
籍
訓
読
用
語
で
、
漢
訳
仏
典
に
は

▲

-

ナ

モ

ブ

▲

ト

ス

一
般
に
用
い
ず
、
漢
籍
に
近
い
文
章
を
持
つ
伝
記
類
点
本
で
、
「
欲
」
　
「
欲
」

に
交
っ
て
、
違
い
も
少
数
用
い
ら
れ
る
(
削
記
糾
碩
誓
蛸
m
枕
等
㌢
云
)
。

寄
帰
伝
古
点
の
は
そ
の
例
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
寄
帰
伝
古
点
に
見
え
た

傍
訓
を
漢
訳
仏
典
に
も
流
用
す
る
の
は
訓
読
の
系
統
を
考
え
な
い
も
の
で
あ

る
。
同
様
に
、
「
ゴ
ト
ク
ニ
l
L
　
「
オ
モ
へ
ラ
ク
(
「
以
為
」
。
副
詞
様
の
訓
)
」
「
有

〔
之
〕
等
の
文
末
「
之
」
の
不
読
」
は
、
寄
帰
伝
古
点
の
方
に
偏
る
。
妙
法
蓮
華

オ

モ

7

　

'

レ

経
古
点
で
対
応
す
る
訓
は
「
ゴ
ト
ク
」
　
「
ト
謂
」
　
「
之
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
土
し
て

寄
帰
伝
盲
点
の
(
武
シ
、
日
」
　
(
二
六
二
頁
)
も
、
妙
法
蓬
華
経
古
点
の
「
在
」

「
磐
と
同
訓
で
は
な
く
・
漢
籍
訓
読
語
と
し
て
の
「
野
(
詔
云
)
の
訓
で

あ
り
、
「
い
」
の
禰
読
は
不
要
と
な
ろ
う
。

用
絹
流
の
中
で
も
宗
派
の
差
に
基
く
訓
法
の
異
な
り
も
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
。
接
続
の
助
字
「
則
」
は
、
妙
法
蓮
華
経
盲
点
で
は
そ
の
例
数
十
を
越
え
る

が
皆
不
読
の
よ
う
で
あ
る
。
但
一
例
、
訳
読
文
で
は
「
信
解
せ
ば
則
引
」
　
(
一

六
一
頁
)
　
が
あ
る
。
所
が
写
真
に
ょ
る
と
、
「
ち
」
の
ヲ
コ
ト
点
は
見
え
な

い
。
恐
ら
く
「
則
(
ち
)
」
　
の
誤
植
で
あ
ろ
う
が
、
真
言
宗
の
中
に
は
こ
れ
を

「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ま
ず
不
読
と
す
る
系
統
の
存
す
る
(
.
ヨ
八
頁
)
と
い
う
音
‥
.
バ

コ

レ

ガ

一

一

か
ら
は
看
過
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
同
様
に
「
於
　
中
」
も
見
逃

ナ

し
難
い
。
又
、
寄
帰
伝
古
点
の
「
足
り
巳
ハ
」
(
二
五
三
頁
)
の
訓
法
は
、
妙
法

(凰●li)l

蓮
華
経
古
点
の
「
作
(
し
)
　
己
ら
む
」
(
一
六
二
盲
〇
と
対
応
し
、
当
時
は
天
台

宗
僧
の
点
本
に
見
掛
け
る
。
比
叡
山
点
の
宝
瞳
院
点
と
い
う
ヲ
コ
ト
点
法
使
用

が
訓
法
と
如
何
に
相
関
す
る
か
の
検
討
も
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

川
又
、
訳
読
文
作
成
に
は
、
平
安
時
代
の
訓
読
語
全
体
か
ら
の
配
慮
も
大
切

(

し

か

)

　

　

　

　

　

　

　

(

し

か

)

で
あ
る
。
「
然
-
而
も
」
(
二
五
六
頁
)
、
「
然
も
〔
而
〕
」
　
(
二
八
四
頁
)
等
、
寄
帰
伝

古
点
は
総
て
「
サ
ヵ
モ
」
と
す
る
が
、
「
然
而
」
は
当
時
は
「
シ
カ
レ
ド
モ
」

ハ

シ

　

キ

ハ

と
訓
む
の
が
鉄
則
で
あ
る
(
恕
醐
』
四
六
一
)
。
「
断
ノ
牙
」
(
二
五
五
頁
)
は
、
不

(
ツ
、

空
泊
索
神
呪
心
経
寛
徳
点
に
「
學
、
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
三
十
四
元
慶
点
に

ワ
シ
ヽ

「
撃
と
あ
り
、
観
智
院
本
類
栗
名
義
抄
等
古
辞
書
に
も
「
ハ
シ
シ
」
で
あ

る
。解
説
論
考
第
は
、
本
文
訳
文
篇
に
附
す
る
も
の
と
し
て
は
、
正
確
な
解
読
の

為
の
諸
問
題
を
取
上
げ
、
そ
の
考
証
過
程
も
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
の

記
述
形
式
は
、
預
め
枠
付
け
さ
れ
た
諸
項
目
に
つ
い
て
こ
の
資
料
か
ら
用
例
を

拾
う
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
為
に
、
言
残
さ
れ
た
事
象
が
目
立
つ
。
右
の
系
統

上
の
諸
問
題
の
外
に
も
、
「
守
珊
瑚
ラ
l
列
の
み
」
　
(
二
九
三
頁
)
、
「
戒
を
受
(
く
)

.

1

A

る
の
規
則
」
　
(
二
四
三
頁
)
・
等
、
平
安
時
代
語
法
の
枠
外
の
事
例
や
、
索
引
に

現
れ
た
「
モ
可
ト
モ
(
最
)
」
　
「
ヒ
刊
サ
グ
(
携
)
」
　
の
促
音
介
入
音
や
、

「
ソ
ソ
列
(
濯
)
」
　
「
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ナ
リ
(
詳
)
」
　
「
マ
タ
ス
(
遣
)
」
　
「
カ

ヒ
ロ
ク
(
動
転
)
」
　
等
々
の
音
の
清
濁
に
も
、
こ
の
形
を
採
る
な
ら
は
二
ニ
ロ
欲

し
い
所
で
あ
る
。
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「
ミ
ダ
リ
テ
」
の
古
用
(
三
三
一
頁
)
、
「
キ
ビ
シ
」
の
ク
活
用
(
三
四
四
頁
)

は
既
に
春
日
政
治
博
士
が
説
か
れ
(
藷
宗
翌
頁
)
、
「
誹
l
ヒ
二
若
」
の
呼
応

等
も
築
島
裕
博
士
が
述
べ
ら
れ
(
短
評
)
、
「
況
」
の
文
末
呼
応
が
平
安
中
期

以
降
一
様
化
し
た
こ
と
は
拙
論
で
、
曽
て
述
べ
た
所
で
遜
る
。
こ
れ
ら
の
論
が

個
々
の
資
料
で
再
び
確
め
ら
れ
る
こ
と
は
検
証
と
し
て
の
意
味
が
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
逆
に
個
々
の
事
象
が
、
そ
れ
を
持
つ
資
料
の
性
格
の
解
明
の
な
い
ま
ま

で
、
単
に
積
重
ね
ら
れ
る
だ
け
で
は
論
に
至
ら
な
い
。
真
の
「
訓
点
資
料
の
研

究
」
に
は
、
無
論
個
々
の
資
料
の
実
態
を
踏
ま
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

止
ま
ら
ず
、
資
料
性
を
、
他
と
の
共
通
点
、
差
異
等
を
通
じ
て
普
遍
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
方
法
に
は
、
例
え
は
動
物
学
や
考
古
学
の
先

縦
の
如
く
資
料
の
分
類
、
類
型
化
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
著
者
の
前
著
に
も
伺

え
な
か
っ
た
、
こ
の
意
味
の
資
料
論
や
訓
点
語
理
論
を
も
今
後
に
待
望
し
、
御

自
愛
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。
一
(
昭
和
四
十
四
年
四
月
三
十
日
)
　
(
四
十
三
年
六
月
十

五
日
刊
　
A
4
判
四
七
二
ペ
ー
ジ
　
九
八
〇
〇
円
　
風
間
書
房
)
-
　
広
島
大
学
助
教
授
-
-

紹
　
介正

宗
敦
夫
著
『
金
菓
和
歌
集
講
義
』

松

　

田

　

　

武

一

夫

正
宗
先
生
が
、
国
文
学
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
た
学
者
で

あ
る
こ
と
は
、
日
本
古
典
全
集
や
万
葉
集
総
索
引
を
編
集
出
版
さ
れ
た
こ
と
で

証
明
さ
れ
る
が
、
晩
年
、
特
に
力
を
注
が
れ
た
研
究
に
、
金
菓
集
の
注
釈
的
研

究
が
あ
っ
た
。
生
前
は
先
生
の
研
究
内
容
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
致
後
、
そ
の
遺
稿
が
、
平
沢
五
郎
氏
の
努
力
で
整
理
さ
れ
、
井
上
正

巳
社
長
の
学
問
的
理
解
の
も
と
に
、
こ
の
度
、
自
治
日
報
社
か
ら
出
版
さ
れ

た
。久
松
潜
一
博
士
の
序
文
を
巻
頭
に
、
概
説
・
本
文
の
注
釈
・
補
注
・
索
引
と

続
く
千
頁
を
越
え
る
大
著
で
あ
る
。
枝
説
は
、
金
葉
集
概
説
・
諸
本
・
名
義
・

金
葉
集
の
評
論
批
評
・
特
色
・
校
訂
に
用
ゐ
た
金
葉
集
二
度
本
の
解
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
は
、
金
葉
集
枝
説
中
、
金
葉
集
の
歌
風
の
特

色
と
し
て
、
叙
景
歌
の
増
加
と
新
鮮
な
用
語
の
使
用
と
を
指
摘
さ
れ
、
明
治
の

話
合
直
文
・
与
謝
野
鉄
幹
な
ど
の
和
歌
事
前
運
動
と
等
し
い
と
説
か
れ
て
い
る

点
、
又
、
金
菓
集
の
評
論
批
評
中
で
、
≡
美
本
を
退
け
、
「
第
一
一
度
の
精
選
本

を
以
っ
て
代
表
す
べ
」
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
点
な
ど
で
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
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